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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル通信ネットワーク（１００）のハンドオーバ機能を発見するための方法であっ
て、前記モバイル通信ネットワーク（１００）はコアネットワーク（１２０）及び無線ア
クセスネットワーク（１１０）を備え、ユーザ装置（２０）が第１の無線アクセス技術を
使用して前記モバイル通信ネットワーク（１００）に接続可能であり、前記ユーザ装置（
２０）は第２の無線アクセス技術を使用して前記モバイル通信ネットワーク（１００）に
接続可能であり、前記方法は、
　前記ユーザ装置（２０）が前記モバイル通信ネットワーク（１００）からハンドオーバ
機能情報を受信し、且つ前記ユーザ装置（２０）は前記コアネットワーク（１２０）と通
信するために前記第１の無線アクセス技術又は前記第２の無線アクセス技術を使用するス
テップ、
　前記第１の無線アクセス技術を使用している場合、前記ユーザ装置（２０）は、前記モ
バイル通信ネットワーク（１００）から受信した前記ハンドオーバ機能情報が前記第１の
無線アクセス技術から前記第２の無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートする前記
モバイル通信ネットワークの機能を示す場合にのみ、前記第１の無線アクセス技術から前
記第２の無線アクセス技術へのハンドオーバを開始するステップ、及び／又は
　前記第２の無線アクセス技術を使用している場合、前記ユーザ装置（２０）は、前記モ
バイル通信ネットワーク（１００）から受信した前記ハンドオーバ機能情報が前記第２の
無線アクセス技術から前記第１の無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートする前記
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モバイル通信ネットワーク（１００）の機能を示す場合にのみ、前記第２の無線アクセス
技術から前記第１の無線アクセス技術へのハンドオーバを開始するステップ
　を含み、
　前記ハンドオーバ機能情報は、管理オブジェクト（ＭＯ）に含まれ、前記管理オブジェ
クトのパラメータが装置管理を使用して無線で構成される、方法。
【請求項２】
　前記第１の無線アクセス技術は前記モバイル通信ネットワーク（１００）の無線アクセ
スネットワーク（１１０）のロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アクセス技術
であり、前記第２の無線アクセス技術は無線アクセスポイント（１３０）の無線ローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記無線アクセスポイント（１３０）は、外部パケットデータネットワーク（１４０）
を介して前記モバイル通信ネットワーク（１００）に接続される、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術は、ＷｉＦｉアクセス
技術である、請求項２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前記管理オブジェクト（ＭＯ）は、インターネット・マルチメディア・サブシステム（
ＩＭＳ）管理オブジェクトであり、前記装置管理は、オープン・モバイル・アライアンス
装置管理（ＯＭＡ　ＤＭ）プロトコルである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザ装置（２０）は、動的発見プロシージャの開始に応じて、前記モバイル通信
ネットワーク（１００）からハンドオーバ機能情報を受信する、請求項１～５の何れか１
項に記載の方法。
【請求項７】
　前記モバイル通信ネットワーク（１００）の前記コアネットワーク（１２０）と前記ユ
ーザ装置（２０）の通信のために、動的発見プロシージャが無線アクセスポイント（１３
０）への前記ユーザ装置（２０）のアタッチ中に開始され、無線アクセスポイント（１３
０）の無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術が前記アタッチ中に使
用される、請求項１～６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　インターネット鍵交換（２００）プロトコルが前記コアネットワーク（１２０）のエボ
ルブド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）（１２３）から前記ユーザ装置（
２０）に前記ハンドオーバ機能情報を送信するために使用される、請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
　前記モバイル通信ネットワーク（１００）の前記コアネットワーク（１２０）と前記ユ
ーザ装置（２０）の通信のために、発見プロシージャが前記無線アクセスネットワーク（
１１０）への前記ユーザ装置（２０）のアタッチ中に開始され、前記無線アクセスネット
ワーク（１１０）のロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アクセス技術がアタッ
チ中に使用される、請求項１～８の何れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　ＡＴＴＡＣＨ　ＡＣＣＥＰＴメッセージが前記モバイル通信ネットワーク（１００）か
ら前記ユーザ装置（２０）にハンドオーバ機能情報を送信するために使用される、請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記モバイル通信ネットワーク（１００）への前記ユーザ装置（２０）のアタッチの後
で発見プロシージャが前記ユーザ装置（２０）によって開始され、発見プロシージャは、
前記ユーザ装置（２０）から前記モバイル通信ネットワーク（１００）にハンドオーバ機
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能情報に対する要求を送信することを含み、
　前記ハンドオーバ機能情報は、前記第１の無線アクセス技術から前記第２の無線アクセ
ス技術へのハンドオーバをサポートするための前記モバイル通信ネットワーク（１００）
の機能に関連し、及び／又は
　前記ハンドオーバ機能情報は、前記第２の無線アクセス技術から前記第１の無線アクセ
ス技術へのハンドオーバをサポートするための前記モバイル通信ネットワーク（１００）
の機能に関連する、請求項１～１０の何れか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　モバイル通信ネットワーク（１００）のハンドオーバ機能を発見するためのシステムで
あって、前記モバイル通信ネットワーク（１００）はコアネットワーク（１２０）及び無
線アクセスネットワーク（１１０）を備え、前記システムは前記モバイル通信ネットワー
ク（１００）、外部パケットデータネットワーク（１４０）を介して前記コアネットワー
ク（１２０）に接続される無線アクセスポイント（１３０）、及びユーザ装置（１２０）
を備え、前記ユーザ装置（２０）は第１の無線アクセス技術を使用して前記モバイル通信
ネットワーク（１００）に接続可能であり、前記ユーザ装置（２０）は第２の無線アクセ
ス技術を使用して前記モバイル通信ネットワーク（１００）に接続可能であり、前記モバ
イル通信ネットワーク（１００）はハンドオーバ機能情報を前記ユーザ装置（２０）に送
信するように構成され、
　前記ユーザ装置（２０）が前記モバイル通信ネットワーク（１００）の前記コアネット
ワーク（１２０）との通信のために前記第１の無線アクセス技術を使用する場合、前記ユ
ーザ装置（２０）は、前記モバイル通信ネットワーク（１００）から受信した前記ハンド
オーバ機能情報が前記第１の無線アクセス技術から前記第２の無線アクセス技術へのハン
ドオーバをサポートする前記モバイル通信ネットワーク（１００）の機能を示す場合にの
み、前記第１の無線アクセス技術から前記第２の無線アクセス技術へのハンドオーバを開
始し、及び／又は
　前記ユーザ装置（２０）が前記モバイル通信ネットワーク（１００）の前記コアネット
ワーク（１２０）との通信のために前記第２の無線アクセス技術を使用する場合、前記ユ
ーザ装置（２０）は、前記モバイル通信ネットワーク（１００）から受信した前記ハンド
オーバ機能情報が前記第２の無線アクセス技術から前記第１の無線アクセス技術へのハン
ドオーバをサポートする前記モバイル通信ネットワーク（１００）の機能を示す場合にの
み、前記第２の無線アクセス技術から前記第１の無線アクセス技術へのハンドオーバを開
始し、
　前記ハンドオーバ機能情報は、管理オブジェクト（ＭＯ）に含まれ、前記管理オブジェ
クトのパラメータが装置管理を使用して無線で構成される、システム。
【請求項１３】
　前記第１の無線アクセス技術は前記モバイル通信ネットワーク（１１０）の前記無線ア
クセスネットワーク（１１０）のロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アクセス
技術であり、前記第２の無線アクセス技術は無線アクセスポイント（１３０）の無線ロー
カルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術である、請求項１２に記載のシステム
。
【請求項１４】
　前記無線アクセスポイント（１３０）は、外部パケットデータネットワーク（１４０）
を介して前記モバイル通信ネットワーク（１００）に接続される、請求項１３に記載のシ
ステム。
【請求項１５】
　前記無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術は、ＷｉＦｉアクセス
技術である、請求項１３又は１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するためのユーザ装置（２０）で
あって、前記モバイル通信ネットワーク（１００）はコアネットワーク（１２０）及び無
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線アクセスネットワーク（１１０）を備え、前記ユーザ装置（２０）は第１の無線アクセ
ス技術を使用して前記モバイル通信ネットワーク（１００）に接続可能であり、前記ユー
ザ装置（２０）は第２の無線アクセス技術を使用して前記モバイル通信ネットワーク（１
００）に接続可能であり、前記ユーザ装置（２０）は、前記モバイル通信ネットワーク（
１００）からハンドオーバ機能情報を受信するように構成され、前記ユーザ装置（２０）
が前記モバイル通信ネットワーク（１００）の前記コアネットワーク（１２０）との通信
のために前記第１の無線アクセス技術を使用する場合、前記ユーザ装置（２０）は、前記
モバイル通信ネットワーク（１００）から受信した前記ハンドオーバ機能情報が前記第１
の無線アクセス技術から前記第２の無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートする前
記モバイル通信ネットワーク（１００）の機能を示す場合にのみ、前記第１の無線アクセ
ス技術から前記第２の無線アクセス技術へのハンドオーバを開始し、及び／又は
　前記ユーザ装置（２０）が前記モバイル通信ネットワーク（１００）の前記コアネット
ワーク（１２０）との通信のために前記第２の無線アクセス技術を使用する場合、前記ユ
ーザ装置（２０）は、前記モバイル通信ネットワーク（１００）から受信した前記ハンド
オーバ機能情報が前記第２の無線アクセス技術から前記第１の無線アクセス技術へのハン
ドオーバをサポートする前記モバイル通信ネットワーク（１００）の機能を示す場合にの
み、前記第２の無線アクセス技術から前記第１の無線アクセス技術へのハンドオーバを開
始し、
　前記ハンドオーバ機能情報は、管理オブジェクト（ＭＯ）に含まれ、前記管理オブジェ
クトのパラメータが装置管理を使用して無線で構成される、ユーザ装置（２０）。
【請求項１７】
　モバイル通信ネットワーク（１００）のハンドオーバ機能を発見するためのコンピュー
タプログラムであって、請求項１～１１の何れか１項に記載の方法を実行するためのコン
ピュータ可読プログラムコードを含む、コンピュータプログラム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のコンピュータプログラムが記憶されているコンピュータ記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するための方法に関し
、ユーザ装置が第１の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワークに接続可能
であり、ユーザ装置は第２の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワークに接
続可能である。
【０００２】
　更に、本発明は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するシステムに
関し、システムはモバイル通信ネットワーク、外部パケットデータネットワークを介して
コアネットワークに接続される無線アクセスポイント、及びユーザ装置を備え、ユーザ装
置は第１の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワークに接続可能であり、ユ
ーザ装置は第２の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワークに接続可能であ
る。
【０００３】
　更に、本発明は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するための、ユ
ーザ装置、コンピュータプログラム、及びコンピュータプログラム製品に関する。
【０００４】
　本発明は、一般に、モバイル通信ネットワークに、ＷｉＦｉアクセスとも呼ばれる、無
線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を介してモバイル通信ネットワークにアタッ
チされるユーザ装置に関する。
【背景技術】
【０００５】
　モバイル端末は、無線ネットワークを介してモバイル通信ネットワークのコアネットワ
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ークへのアクセスを取得してもよい。「無線コーリング（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｃａｌｌｉ
ｎｇ）」又は「ＷｉＦｉコーリング」は、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
又はＷｉＦｉネットワークがモバイル通信ネットワークへのモバイルアクセスに使用され
る場合に関する。この場合、モバイル通信ネットワークのモバイルサービスは、ＷｉＦｉ
ネットワークを介してモバイル端末に提供される。こうしたモバイルサービスは、モバイ
ル通信ネットワークのインターネット・マルチメディア・サブシステム（ＩＭＳ）サービ
ス及び／又はセッション・イニシエーション・プロトコル（ＳＩＰ）サービス等の音声、
データ及びマルチメディアサービスを含んでもよい。インターネット・マルチメディア・
サブシステム（ＩＭＳ）に基づく、任意のＷｉＦｉネットワークであり得る信頼できない
ＷｉＦｉ上のＷｉＦｉコーリングは、ＧＳＭＡ　ＰＲＤ　ＩＲ．５１及び３ＧＰＰ　ＴＳ
２３．４０２において定められている。
【０００６】
　典型的には、本明細書でユーザ装置とも呼ばれるモバイル端末は、ハンドオーバのため
のネットワークサポートの存在についての情報が欠如している。これは、特に、ハンドオ
ーバのためのネットワークサポートの欠如にも関わらずユーザ装置がハンドオーバプロシ
ージャを開始し続ける場合に接続失敗をもたらし得る。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の目的は、モバイルサービスがユーザ装置によって使用されるときに、特に、ユ
ーザ装置がモバイル通信ネットワークのアクセスネットワークを介してモバイルサービス
に接続される場合又はＷｉＦｉコーリングユーザ装置が無線ネットワークを介してモバイ
ルサービスに接続される場合に、ユーザ装置とモバイル通信ネットワークとの間の接続性
に関してユーザの利便性及び信頼性を改善することである。
【０００８】
　本発明の目的は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見する方法によっ
て達成され、ここでモバイル通信ネットワークはコアネットワーク及び無線アクセスネッ
トワークを備え、ユーザ装置が第１の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワ
ークに接続可能であり、ユーザ装置は第２の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネ
ットワークに接続可能であり、この方法は、以下のステップ、即ち、－－ユーザ装置がモ
バイル通信ネットワークからハンドオーバ機能情報を受信し、且つユーザ装置がコアネッ
トワークと通信するために第１又は第２の無線アクセス技術を使用するステップ、－－第
１の無線アクセス技術を使用している場合、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークか
ら受信したハンドオーバ機能情報が第１の無線アクセス技術から第２の無線アクセス技術
へのハンドオーバをサポートするモバイル通信ネットワークの機能を示す場合にのみ、第
１の無線アクセス技術から第２の無線アクセス技術へのハンドオーバを開始するステップ
、及び／又は－－第２の無線アクセス技術を使用している場合、ユーザ装置は、モバイル
通信ネットワークから受信したハンドオーバ機能情報が第２の無線アクセス技術から第１
の無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートするモバイル通信ネットワークの機能を
示す場合にのみ、第２の無線アクセス技術から第１の無線アクセス技術へのハンドオーバ
を開始するステップを含む。
【０００９】
　それによって、本発明によれば、ユーザ装置に対して、特に、ＷｉＦｉ（Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）コーリング端末に対して、設計作業を減らすことが有利に可能
になる。本発明によれば、無線ネットワークは、好ましくは、無線ローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）、より好ましくは、ＷｉＦｉネットワークである。無線ネットワーク
のハンドオーバ機能を発見することによって、無線ネットワークがハンドオーバをサポー
トしない場合に、ＷｉＦｉコーリングに対してハンドオーバを常にリトライすることが防
がれるので、ユーザ装置のエネルギ消費が改善される。
【００１０】
　本発明によれば、「ハンドオーバ」は、アクセス間で移動する場合にインターネットプ
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ロトコル（ＩＰ）アドレスを保持するための機能（例えば、ある無線アクセス技術から別
の無線アクセス技術に変更している間及び変更した後のインターネットプロトコル（ＩＰ
）アドレスを保持するための機能）、及びアクセス間で既存のコールを移動させるための
機能（例えば、途切れること無く又は絶え間なく１つの無線アクセス技術から別の無線ア
クセス技術に既存のコールを転送するための機能）を意味することが好ましい。
【００１１】
　本発明によれば、ディスカバリ手続きが、（モバイル通信）ネットワークがロング・タ
ーム・エボリューション（ＬＴＥ）とＷｉＦｉとの間のハンドオーバをサポートするかど
うかをユーザ装置が発見するための動的プロシージャであることが好ましく、これは、ユ
ーザ装置によって、（モバイル通信）ネットワークからハンドオーバ機能指示（ハンドオ
ーバ機能情報）を受信するステップを含む。それによって、ユーザ装置は、（モバイル通
信）ネットワークがハンドオーバをサポートすることを（モバイル通信）ネットワークが
示した場合にのみハンドオーバを開始する。
【００１２】
　本発明によれば、「モバイル通信ネットワークから受信したハンドオーバ機能情報が、
モバイル通信ネットワークが第１／第２の無線アクセス技術から第２／第１の無線アクセ
ス技術へのハンドオーバをサポートするための機能を示す」とは、ハンドオーバ機能情報
が、モバイル通信ネットワークが各ハンドオーバをサポートすること（例えば、「ハンド
オーバ対応」）を明示的に示すことを意味する。代替的に、ハンドオーバ機能情報は、モ
バイル通信ネットワークが各ハンドオーバをサポートしていないこと（ハンドオーバ非対
応）の指示が欠如している又は無いということで、各ハンドオーバをサポートするための
モバイル通信ネットワークの機能を暗示的に示してもよい。
【００１３】
　本発明によれば、無線アクセスネットワークのロング・ターム・エボリューション（Ｌ
ＴＥ）アクセス技術と無線アクセスポイントの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）アクセス技術との間のハンドオーバをサポートするためのモバイル通信ネットワーク
の機能に関し、無線アクセスポイントは外部パケットデータネットワークを介してモバイ
ル通信ネットワークに接続され、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス
技術は、好ましくは、ＷｉＦｉアクセス技術である。好ましくは、無線アクセスネットワ
ークのロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アクセス技術と無線アクセスネット
ワークの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術との「間」のハンド
オーバをサポートするためのモバイル通信ネットワークの機能は、－－ＬＴＥアクセス技
術からＷＬＡＮ技術へのハンドオーバのみをサポートすること、又は－－ＷＬＡＮアクセ
ス技術からＬＴＥアクセス技術へのハンドオーバのみをサポートすること、又は－－ＬＴ
Ｅアクセス技術からＷＬＡＮアクセス技術への及びＷＬＡＮアクセス技術からＬＴＥアク
セス技術へのハンドオーバの両方をサポートすることのためのモバイル通信ネットワーク
の機能に関する。
【００１４】
　本発明によれば、ハンドオーバ機能情報がアクセス依存であるか、即ちこれは、特に、
ハンドオーバ機能情報が現在使用されているネットワークから他方へのハンドオーバをサ
ポートするための機能を示すことを意味し、又はハンドオーバ機能情報がアクセス独立で
ある、即ちこれは、特に、機能情報が全ての可能性を示すことを意味することが好ましい
（即ち、ハンドオーバ機能情報は、ネットワークが第１から第２のアクセス技術へのハン
ドオーバのみをサポートするための機能を有するかどうか、ネットワークが第２から第１
のアクセス技術へのハンドオーバのみをサポートするための機能を有するかどうか、又は
ネットワークが第１から第２の及び第２から第３のアクセス技術へのハンドオーバの両方
をサポートするための機能を有するかどうかの情報を含む）。
【００１５】
　本発明によれば、第１の無線アクセス技術はモバイル通信ネットワークの無線アクセス
ネットワークのロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アクセス技術であり、第２
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の無線アクセス技術は無線アクセスポイントの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）アクセス技術であることが好ましい。
【００１６】
　本発明によれば、それによって、モバイルサービスが無線アクセス技術の変化に応じて
（即ち、ＬＴＥアクセス技術からＷＬＡＮアクセス技術又はその逆に）信頼できない無線
ローカルエリアネットワークを介して確実に提供されることが有利に可能になり、接続失
敗を防いで、途切れることの無い又は不要なバッテリ消費の無いモバイルサービスの転送
が保証され得る。
【００１７】
　本発明によれば、ハンドオーバが双方向に可能である場合、これは即ち、例えば、ネッ
トワークが第１から第２の無線アクセス技術への（例えば、ＷｉＦｉからＬＴＥへの）及
び第２から第１の無線アクセス技術への（例えば、ＬＴＥからＷｉＦｉへの）ハンドオー
バをサポートすることを意味しており、ハンドオーバ機能情報は、ハンドオーバが双方向
に可能であるという情報、これは即ち、例えば、ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥへの
及びＬＴＥからＷｉＦｉへのハンドオーバをサポートするという情報を含むことが好まし
い。
【００１８】
　例示的な実施形態によれば、ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術への
ハンドオーバ及びＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートする
ことが好ましい。この場合、ハンドオーバ機能情報は、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス
技術へのハンドオーバが可能であること、及びＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術への
ハンドオーバが可能であることの情報を含む。従って、ユーザ装置は、ＷｉＦｉからＬＴ
Ｅ無線アクセス技術へのハンドオーバのためのネットワークサポート及びＬＴＥからＷｉ
Ｆｉ無線アクセス技術へのハンドオーバのためのネットワークサポートを発見する。本発
明によれば、ＷｉＦｉ無線アクセス技術を使用している場合（例えば、最初に又は別の無
線アクセス技術からＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバの後で）、ユーザ装置は
、発見されたハンドオーバ機能がネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へ
のハンドオーバをサポートすることを示す場合にのみ、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス
技術へのハンドオーバを開始する。ここで、モバイル通信ネットワークはＷｉＦｉからＬ
ＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートし、ハンドオーバ機能情報は、ネット
ワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートすることの指
示を含む。このように、発見されたハンドオーバ機能がネットワークがＷｉＦｉからＬＴ
Ｅ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートすることを示す場合、ＷｉＦｉからＬＴ
Ｅへのハンドオーバがユーザ装置によって開始される。代替的に、例えば、ハンドオーバ
機能情報が何も示さない又は誤情報を示して、（モバイル通信ネットワークがＷｉＦｉか
らＬＴＥへのハンドオーバをサポートするが）ユーザ装置がＷｉＦｉからＬＴＥ無線アク
セス技術へのハンドオーバのためのネットワークサポートを発見しないという状況が起こ
るかもしれない。このシナリオでは、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークがＷｉＦ
ｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートするというユーザ装置内に存
在する情報の欠如のために、ＷｉＦｉからＬＴＥへのハンドオーバの開始を防ぐ。それに
よって、ハンドオーバの試行の失敗による接続失敗及び／又はバッテリ消耗を防ぐことが
有利に可能になる。本発明によれば、ＬＴＥ無線アクセス技術を使用している場合（例え
ば、最初に又は別の無線アクセス技術からＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバの後
で）、ユーザ装置は、発見されたハンドオーバ機能がネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ
無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートすることを示す場合にのみ、ＬＴＥからＷ
ｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバを開始する。ここで、モバイル通信ネットワー
クは、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバのためのサポートに加えて
、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートし、ハンドオーバ機
能情報は、モバイル通信ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンド
オーバをサポートすることの情報を含む。このように、発見されたハンドオーバ機能がネ
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ットワークがＬＴＥからＷｉＦｉへのハンドオーバをサポートすることを示す場合、ＬＴ
ＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバがユーザ装置によって開始される。代
替的に、例えば、ハンドオーバ機能情報が何も示さない又は誤情報を示して、（モバイル
通信ネットワークはＬＴＥからＷｉＦｉへのハンドオーバをサポートするが）ユーザ装置
がＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバのためのネットワークサポート
を発見しないという状況が起こるかもしれない。このシナリオでは、ユーザ装置は、モバ
イル通信ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポー
トするというユーザ装置内に存在する情報の欠如のために、ＬＴＥからＷｉＦへのハンド
オーバの開始を防ぐ。それによって、ハンドオーバの試行の失敗による接続失敗及び／又
はバッテリ消耗を防ぐことが有利に可能になる。
【００１９】
　本発明によれば、ハンドオーバが２方向の内の一方のみにサポートされている場合、こ
れは即ち、例えば、ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉへの又はＷｉＦｉからＬＴＥへの
ハンドオーバの何れかのみをサポートすることを意味しており、ユーザ装置は、２方向の
内の一方のためのネットワークサポートを発見し、好ましくは、ネットワークが２方向の
内の他方へのハンドオーバもサポートすることの情報（特に、ハンドオーバ機能情報）を
ユーザ装置が欠いている限り、２方向の内の他方へのハンドオーバの開始を防ぐことが更
に好ましい。
【００２０】
　更なる例示的な実施形態によれば、ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技
術へのハンドオーバのみをサポートすることが好ましい。この場合、ハンドオーバ機能情
報は、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバが可能であることの情報を
含むが、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバが可能であることの情報
を欠いている。従って、ユーザ装置は、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンド
オーバのためのみのネットワークサポートを発見する。本発明によれば、ＷｉＦｉ無線ア
クセス技術を使用している場合、ユーザ装置は、発見されたハンドオーバ機能がネットワ
ークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートすることを示す
場合にのみ、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバを開始する。ここで
、モバイル通信ネットワークはＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバを
サポートし、ハンドオーバ機能情報は、ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス
技術へのハンドオーバをサポートすることの指示を含む。このように、発見されたハンド
オーバ機能がネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバをサ
ポートすることを示す場合、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバがユ
ーザ装置によって開始される。代替的に、例えば、ハンドオーバ機能情報が何も示さない
又は誤情報を示して、（モバイル通信ネットワークはＷｉＦｉからＬＴＥへのハンドオー
バをサポートするが）ユーザ装置がＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオー
バのためのネットワークサポートを発見しないという状況が起こるかもしれない。このシ
ナリオでは、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセ
ス技術へのハンドオーバをサポートするというユーザ装置内に存在する情報の欠如のため
に、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバの開始を防ぐ。それによって
、ハンドオーバの試行の失敗による接続失敗及び／又はバッテリ消耗を防ぐことが有利に
可能になる。本発明によれば、ＬＴＥ無線アクセス技術を使用している場合（例えば、最
初に又はＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバの後で）、ユーザ装置は
、発見されたハンドオーバ機能がネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へ
のハンドオーバをサポートすることを示す場合にのみ、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス
技術へのハンドオーバを開始する。ここで、モバイル通信ネットワークは、ＬＴＥからＷ
ｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバのためのサポートを欠いており、ハンドオーバ
機能情報は、モバイル通信ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハン
ドオーバをサポートすることの情報を欠いている。このように、ハンドオーバ機能情報が
ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉへのハンドオーバをサポートすることを示さない場合



(9) JP 6522799 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

、ユーザ装置は、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバを防ぐ。それに
よって、ハンドオーバの試行の失敗による接続失敗及び／又はバッテリ消耗を防ぐことが
有利に可能になる。
【００２１】
　更なる例示的な実施形態によれば、ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技
術へのハンドオーバのみをサポートすることが好ましい。この場合、ハンドオーバ機能情
報は、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバが可能であることの情報を
含むが、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバが可能であることの情報
を欠いている。従って、ユーザ装置は、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンド
オーバのためのみのネットワークサポートを発見する。本発明によれば、ＬＴＥ無線アク
セス技術を使用している場合、ユーザ装置は、発見されたハンドオーバ機能がネットワー
クがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートすることを示す場
合にのみ、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバを開始する。ここで、
モバイル通信ネットワークはＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバをサ
ポートし、ハンドオーバ機能情報は、ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技
術へのハンドオーバをサポートすることの指示を含む。このように、発見されたハンドオ
ーバ機能がネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポ
ートすることを示す場合、ＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバがユー
ザ装置によって開始される。代替的に、例えば、ハンドオーバ機能情報が何も示さない又
は誤情報を示して、（モバイル通信ネットワークはＬＴＥからＷｉＦｉへのハンドオーバ
をサポートするが）ユーザ装置がＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバ
のためのネットワークサポートを発見しないという状況が起こるかもしれない。このシナ
リオでは、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス
技術へのハンドオーバをサポートするというユーザ装置内に存在する情報の欠如のために
、ＬＴＥからＷｉＦへのハンドオーバの開始を防ぐ。それによって、ハンドオーバの試行
の失敗による接続失敗及び／又はバッテリ消耗を防ぐことが有利に可能になる。本発明に
よれば、ＷｉＦｉ無線アクセス技術を使用している場合（例えば、最初に又はＬＴＥ無線
アクセス技術からＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバの後で）、ユーザ装置は、
発見されたハンドオーバ機能がネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術への
ハンドオーバをサポートすることを示す場合にのみ、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技
術へのハンドオーバを開始する。ここで、モバイル通信ネットワークは、ＷｉＦｉからＬ
ＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバのためのサポートを欠いており、ハンドオーバ機
能情報は、モバイル通信ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンド
オーバをサポートすることの情報を欠いている。このように、ハンドオーバ機能情報がネ
ットワークがＷｉＦｉからＬＴＥへのハンドオーバをサポートすることを示さない場合、
ユーザ装置は、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバを防ぐ。それによ
って、ハンドオーバの試行の失敗による接続失敗及び／又はバッテリ消耗を防ぐことが有
利に可能になる。
【００２２】
　更に例示的な実施形態によれば、ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術
へのハンドオーバもＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術へのハンドオーバもサポートし
ないことが好ましい。この場合、ハンドオーバ機能情報は、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アク
セス技術へのハンドオーバが可能であることの情報を欠いており、ＬＴＥからＷｉＦｉ無
線アクセス技術へのハンドオーバが可能であることの情報も欠いている。従って、ユーザ
装置は、ネットワークがＷｉＦｉからＬＴＥへ又はＬＴＥからＷｉＦｉ無線アクセス技術
へのハンドオーバをサポートすることを発見することが妨げられる。ユーザ装置がＷｉＦ
ｉ無線アクセス技術を使用している場合では、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワーク
がＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートするというユーザ装
置内に存在する情報の欠如のために、ＷｉＦｉからＬＴＥ無線アクセス技術へのハンドオ
ーバの開始を防ぐ。それによって、ハンドオーバの試行の失敗による接続失敗及び／又は
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バッテリ消耗を防ぐことが有利に可能になる。ユーザ装置がＬＴＥ無線アクセス技術を使
用している場合では、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークがＬＴＥからＷｉＦｉ無
線アクセス技術へのハンドオーバをサポートするというユーザ装置内に存在する情報の欠
如のために、ＬＴＥからＷｉＦへのハンドオーバの開始を防ぐ。それによって、ハンドオ
ーバの試行の失敗による接続失敗及び／又はバッテリ消耗を防ぐことが有利に可能になる
。
【００２３】
　本発明によれば、無線アクセスポイントが外部パケットデータネットワークを介してモ
バイル通信ネットワークに接続されることが更に好ましく、無線ローカルエリアネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術は、好ましくは、ＷｉＦｉアクセス技術である。
【００２４】
　本発明によれば、それによって、無線ローカルエリアネットワークアクセス技術からＬ
ＴＥ無線アクセス技術への変化の間及び後に、（例えば、無線アクセスポイントを介して
提供されたモバイルデータ又は電話サービスに関する）インターネットプロトコル（ＩＰ
）セッション又は接続を維持することが有利に可能になる。
【００２５】
　本発明によれば、ハンドオーバ機能情報が管理オブジェクト（ＭＯ）、好ましくは、イ
ンターネット・マルチメディア・サブシステム（ＩＭＳ）管理オブジェクトに含まれ、管
理オブジェクトのパラメータが装置管理を使用して、好ましくは、オープン・モバイル・
アライアンス装置管理（ＯＭＡ　ＤＭ）プロトコルを使用して無線で構成されることが更
に好ましい。
【００２６】
　本発明によれば、それによって、ユーザ装置は、オーバー・ザ・エア（ＯＴＡ）構成に
よってハンドオーバのためのネットワークサポートを発見することができることが有利に
可能になる。好ましくは、ＷｉＦｉからＬＴＥへ及びＬＴＥからＷｉＦｉへのハンドオー
バ機能のための新しいパラメータセットが、新しい又は既存の管理オブジェクト（ＭＯ）
において、例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ２４．１６７で定義されているインターネット・マル
チメディア・システム管理オブジェクト（ＩＭＳ　ＭＯ）において定義される。次に、パ
ラメータセットの値は、装置管理手段、例えば、ＯＭＡ　ＤＭによって無線で構成される
。特に、オーバー・ザ・エア（ＯＴＡ）構成によるハンドオーバのためのネットワークサ
ポートの発見は、本発明による動的発見プロシージャである。ここで、機能情報は、好ま
しくは、アクセス非依存性である。
【００２７】
　本発明によれば、動的発見プロシージャの開始に応じてユーザ装置がモバイル通信ネッ
トワークからハンドオーバ機能情報を受信することが更に好ましい。
【００２８】
　本発明によれば、それによって、第１及び第２の無線アクセス技術の間のハンドオーバ
をサポートするためのモバイル通信ネットワークの機能が、モバイル通信ネットワークの
コアネットワーク（例えば、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術
を使用する無線アクセスポイント又はロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アク
セス技術を使用するｅＮｏｄｅＢ）にユーザ装置のアクセスを提供するネットワークへの
ユーザ装置のアタッチ中に発見される有利に可能になる。
【００２９】
　本発明によれば、モバイル通信ネットワークのコアネットワークとユーザ装置の通信の
ために、動的発見プロシージャが無線アクセスポイントへのユーザ装置のアタッチ中に開
始されることが更に好ましく、無線アクセスポイントの無線ローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）アクセス技術はアタッチ中に使用され、好ましくは、インターネット鍵交換
プロトコルがコアネットワークのエボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ（Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｇａｔｅｗａｙ；ｅＰＤＧ）からユーザ装置にハン
ドオーバ機能情報を送信するために使用される。
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【００３０】
　本発明によれば、それによって、例えば、ハンドオーバ機能指示（ハンドオーバ機能情
報）を伝達するためのアタッチプロシージャが強化されるという点で、無線ローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術を使用する無線アクセスポイントへのユーザ装
置のアタッチに応じて動的発見プロシージャが実現されることが有利に可能になる。
【００３１】
　本発明によれば、モバイル通信ネットワークのコアネットワークとユーザ装置の通信の
ために、発見プロシージャが無線アクセスネットワークへのユーザ装置のアタッチ中に開
始されることが更に好ましく、無線アクセスネットワークのロング・ターム・エボリュー
ション（ＬＴＥ）アクセス技術がアタッチ中に使用され、好ましくは、ＡＴＴＡＣＨ　Ａ
ＣＣＥＰＴメッセージがモバイル通信ネットワークからユーザ装置にハンドオーバ機能情
報を送信するために使用される。
【００３２】
　本発明によれば、それによって、例えば、ハンドオーバ機能指示（ハンドオーバ機能情
報）を伝達するためのＬＴＥアタッチプロシージャが強化されるという点で、ロング・タ
ーム・エボリューション（ＬＴＥ）無線アクセス技術を使用するモバイル通信ネットワー
クの無線アクセスネットワークへのユーザ装置のアタッチに応じて動的発見プロシージャ
が実現されることが有利に可能になる。
【００３３】
　本発明によれば、モバイル通信ネットワークへのユーザ装置のアタッチの後で発見プロ
シージャがユーザ装置によって開始されることが更に好ましく、発見プロシージャは、ユ
ーザ装置からモバイル通信ネットワークにハンドオーバ機能情報に対する要求を送信する
ことを含み、
ハンドオーバ機能情報は、第１の無線アクセス技術から第２の無線アクセス技術へのハン
ドオーバをサポートするためのモバイル通信ネットワークの機能に関連し、及び／又はハ
ンドオーバ機能情報は、第２の無線アクセス技術から第１の無線アクセス技術へのハンド
オーバをサポートするためのモバイル通信ネットワークの機能に関連する。
【００３４】
　本発明によれば、それによって、アタッチの後で又はモバイル通信ネットワークのコア
ネットワークによって提供されるモバイル通信サービスの使用中に、ユーザ装置が第１及
び第２の無線アクセス技術の間のハンドオーバをサポートするためのモバイル通信ネット
ワークの機能を発見することができることが有利に可能になる。
【００３５】
　更に、本発明は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するシステムに
関し、モバイル通信ネットワークはコアネットワーク及び無線アクセスネットワークを備
え、システムはモバイル通信ネットワーク、外部パケットデータネットワークを介してコ
アネットワークに接続される無線アクセスポイント、及びユーザ装置を備え、ユーザ装置
は第１の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワークに接続可能であり、ユー
ザ装置は第２の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワークに接続可能であり
、モバイル通信ネットワークはハンドオーバ機能情報をユーザ装置に送信するように構成
され、ユーザ装置がモバイル通信ネットワークのコアネットワークとの通信のために第１
の無線アクセス技術を使用する場合、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークから受信
したハンドオーバ機能情報が第１の無線アクセス技術から第２の無線アクセス技術へのハ
ンドオーバをサポートするモバイル通信ネットワークの機能を示す場合にのみ、第１の無
線アクセス技術から第２の無線アクセス技術へのハンドオーバを開始し、及び／又はユー
ザ装置がモバイル通信ネットワークのコアネットワークとの通信のために第２の無線アク
セス技術を使用する場合、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークから受信したハンド
オーバ機能情報が第２の無線アクセス技術から第１の無線アクセス技術へのハンドオーバ
をサポートするモバイル通信ネットワークの機能を示す場合にのみ、第２の無線アクセス
技術から第１の無線アクセス技術へのハンドオーバを開始する。
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【００３６】
　それによって、モバイル通信ネットワーク及びユーザ装置を含むシステムを提供するこ
とが有利に可能になり、ハンドオーバ機能情報をユーザ装置に送信するようにモバイル通
信ネットワークを適応させることによってモバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能
の発見を可能にする。好ましくは、ハンドオーバ機能情報がモバイル通信ネットワークが
各無線アクセス技術間のハンドオーバをサポートすることの情報又は指示を欠いている場
合に、ユーザ装置は、特に、既定の時間間隔の間に、ハンドオーバプロシージャの開始を
防ぎ及び／又は開始されたハンドオーバプロシージャを中断し及び／又は後続のハンドオ
ーバプロシージャの開始を防ぐように適合される。従って、モバイル通信ネットワークが
第１及び第２の無線アクセス技術の間のハンドオーバのサポートを持続的に又は一時的に
欠いている場合に、ハンドオーバの試行の失敗によるバッテリ消耗が有利に減らされる。
【００３７】
　本発明によれば、第１の無線アクセス技術はモバイル通信ネットワークの無線アクセス
ネットワークのロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アクセス技術であり、第２
の無線アクセス技術は無線アクセスポイントの無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）アクセス技術であることが好ましい。本発明によれば、無線アクセスポイントが外部
パケットデータネットワークを介してモバイル通信ネットワークに接続されることが更に
好ましく、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセス技術は、好ましくは、
ＷｉＦｉアクセス技術である。
【００３８】
　本発明によれば、それによって、システムのモバイル通信ネットワークが無線アクセス
技術の変化に応じて（即ち、ＬＴＥアクセス技術からＷＬＡＮアクセス技術又はその逆に
）信頼できない無線ローカルエリアネットワークを介してモバイルサービスを確実に提供
するように適合されることが有利に可能になり、接続失敗を防いで、途切れることの無い
又は不要なバッテリ消費の無いモバイルサービスの転送が保証され得る。従って、無線ロ
ーカルエリアネットワークアクセス技術からＬＴＥ無線アクセス技術への又はその逆の変
化の間及び後に、（例えば、無線アクセスポイントを介して提供されたモバイルデータ又
は電話サービスに関する）インターネットプロトコル（ＩＰ）セッション又は接続を維持
することが可能になる。
【００３９】
　更に、本発明は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するためのユー
ザ装置に関し、モバイル通信ネットワークは、コアネットワーク及び無線アクセスネット
ワークを備え、ユーザ装置は、第１の無線アクセス技術を使用してモバイル通信ネットワ
ークに接続されることが可能であり、ユーザ装置は、第２の無線アクセス技術を使用して
モバイル通信ネットワークに接続されることが可能であり、ユーザ装置は、モバイル通信
ネットワークからハンドオーバ機能情報を受信するように構成され、ユーザ装置がモバイ
ル通信ネットワークのコアネットワークとの通信のために第１の無線アクセス技術を使用
する場合、ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークから受信したハンドオーバ機能情報
が第１の無線アクセス技術から第２の無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートする
モバイル通信ネットワークの機能を示す場合にのみ、第１の無線アクセス技術から第２の
無線アクセス技術へのハンドオーバを開始し、及び／又はユーザ装置がモバイル通信ネッ
トワークのコアネットワークとの通信のために第２の無線アクセス技術を使用する場合、
ユーザ装置は、モバイル通信ネットワークから受信したハンドオーバ機能情報が第２の無
線アクセス技術から第１の無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートするモバイル通
信ネットワークの機能を示す場合にのみ、第２の無線アクセス技術から第１の無線アクセ
ス技術へのハンドオーバを開始する。
【００４０】
　それによって、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するように適合さ
れるユーザ装置を提供することが有利に可能になり、モバイル通信ネットワークが現在使
用されている無線アクセス技術から別の無線アクセス技術へのハンドオーバのためのサポ
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ートを欠いている場合に、ユーザ装置は、ハンドオーバプロシージャの開始を防ぐことに
よって、バッテリ消耗を防ぎ、又は、モバイル通信ネットワークが現在使用されている無
線アクセス技術から別の無線アクセス技術へのハンドオーバをサポートする場合に、ユー
ザ装置は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能の存在の発見によってハンドオ
ーバを成功させる。従って、より少ない電力消費によって、及び接続失敗の欠如（又は少
なくとも数の減少）によって、ユーザの利便性が改善される。
【００４１】
　更に、本発明は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するためのコン
ピュータプログラムに関し、コンピュータプログラムは、本発明による方法を実行するた
めのコンピュータ可読プログラムコードを含む。
【００４２】
　更に、本発明は、モバイル通信ネットワークのハンドオーバ機能を発見するためのコン
ピュータプログラム製品に関し、コンピュータプログラム製品は記憶媒体を含み、本発明
によるコンピュータプログラムは、記憶媒体に記憶される。
【００４３】
　本発明のこうした及び他の特徴、機能及び利点は、例えば、本発明の原理を例示する添
付の図面と併せて、以下の詳細な説明から明らかになるであろう。この説明は、発明の範
囲を限定することなく、例示のためにのみ与えられる。以下で引用される参照図は添付の
図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明によるシステムを概略的に示し、システムはモバイル通信ネットワーク及
びユーザ装置を含む。
【図２】無線アクセスポイントを介するモバイル通信ネットワークのコアネットワークと
ユーザ装置とのインターネットプロトコル（ＩＰ）通信のために使用されるＷｉＦｉコー
リングプロトコルを概略的に示す。
【図３】モバイル通信ネットワークへのユーザ装置のアタッチプロシージャを概略的に示
し、ユーザ装置は無線アクセスポイントを介してアタッチされる。
【図４】モバイル通信ネットワークへのユーザ装置のアタッチプロシージャを概略的に示
し、ユーザ装置はモバイル通信ネットワークのアクセスネットワークを介してアタッチさ
れる。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　本発明は、特定の実施形態に関して及び所定の図面を参照して記載されているが、本発
明はそれらによって限定されるものではなく、請求項によってのみ限定される。記載され
た図面は、単なる概略であり、非制限的である。図面において、一部の要素のサイズは、
例示目的のため、誇張されており、尺度で描かれていない場合がある。
【００４６】
　単一の名詞を参照するときに定冠詞又は不定冠詞、例えば、“ａ”，“ａｎ”，“ｔｈ
ｅ”が使用されるが、これは特段の記載が無ければその名詞の複数形を含んでいる。
【００４７】
　更に、説明及び請求項における第１、第２、及び第３等の用語は、類似の要素間を区別
するために使用されるのであって、必ずしも連続性又は時間的順序を記載するために使用
されない。このように使用される用語は適切な状況下で交換可能であり、本明細書に記載
の発明の実施形態は本明細書に記載の又は例示された他の順番で動作可能であることが理
解されるべきである。
【００４８】
　図１において、本発明によるシステムが概略的に示されており、システムは、モバイル
通信ネットワーク１００及びユーザ装置２０を含む。モバイル通信ネットワーク１００は
、アクセスネットワーク１１０（又は３ＧＰＰ無線アクセスネットワーク１１０）及びコ
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アネットワーク１２０を含む。モバイル通信ネットワーク１００へのアクセスを提供する
ためのアクセスネットワーク１１０（又は３ＧＰＰ無線アクセスネットワーク１１０）の
代わりに、モバイル通信ネットワーク１００は、少なくとも１つの無線アクセスポイント
１３０を備える（又は割り当てられ又はそれに関連する）。簡潔性のため、１つの無線ア
クセスポイント１３０のみが図１に示されている。典型的には、無線アクセスポイント１
３０は、外部パケットデータネットワーク１４０、例えば、インターネットに接続される
。
【００４９】
　コアネットワーク１２０は、パケットデータコアネットワーク１２２と共にホーム・ロ
ケーション・レジスタ／ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９、認
証・許可・課金ノード（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ，　ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ
，　ａｎｄ　ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ　ｎｏｄｅ；ＡＡＡ）１２７及びポリシー及び課金規
則機能（ｐｏｌｉｃｙ　ａｎｄ　ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｒｕｌｅｓ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ；Ｐ
ＣＲＦ）１２８を備える。パケットデータコアネットワーク１２２は、３ＧＰＰアクセス
ネットワーク１１０に関連するネットワークノード、特に、１つのモバイル管理エンティ
ティ（ＭＭＥ）１２４又は（典型的には、異なる地理領域又はモバイル通信ネットワーク
１００の部分に関して）複数のモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４を備える。図
１の例示では、１つだけのモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４が示されている。
更に、パケットデータコアネットワーク１２２は、ＰＤＮゲートウェイエンティティ１２
５又はパケットデータネットワーク・ゲートウェイ１２５（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ（ＰＤＮ）Ｇａｔｅｗａｙ；ＰＧＷ）も備える。アクセスネットワーク１１
０（又は３ＧＰＰアクセスネットワーク１１０）を介して及びモバイル管理エンティティ
１２４を介してモバイル通信ネットワーク１００へのアクセスを有するユーザ装置２０は
、典型的には、パケットデータネットワーク・ゲートウェイ１２５を介してＩＰマルチメ
ディアサブシステム（ＩＭＳ）１５０に接続される。
【００５０】
　パケットデータコアネットワーク１２２は、更に、エボルブド・パケット・データ・ゲ
ートウェイ１２３、及びＷｉＦｉアクセスに関する認証・許可・課金ノード（ＷｉＦｉ－
ＡＡＡ）１２６を更に備える。３ＧＰＰアクセスネットワーク１１０を使用する代わりに
、ユーザ装置２０は、無線アクセスポイント１３０を介して（及び外部パケットデータネ
ットワーク１４０を介して）モバイル通信ネットワーク１００に接続されることが可能で
ある。この後者の場合、典型的には、ＩＰｓｅｃトンネルによって、データ伝送トンネル
１３１が、一方におけるユーザ装置２０と他方におけるエボルブド・パケット・データ・
ゲートウェイ１２３との間に確立される（例えば、図２の参照番号２００を参照）。更に
、エボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３とパケットデータネットワーク・
ゲートウェイ１２５との間にＩＰ伝送トンネル１２１が確立される。図１に示されたイン
ターフェースは、典型的には、モバイル通信ネットワーク１００の異なる要素、及び特に
データコアネットワーク１２２の異なる要素の間に提供される。例えば、（外部パケット
データネットワーク１４０を介して）無線アクセスポイント１３０とエボルブド・パケッ
ト・データ・ゲートウェイ１２３との間にＳＷｕインターフェースが提供され、エボルブ
ド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３とパケットデータネットワーク・ゲートウェ
イ１２５との間にＳ２ｂインターフェースが提供され、エボルブド・パケット・データ・
ゲートウェイ１２３とＷｉＦｉ－ＡＡＡ１２６との間にＳＷｍインターフェースが提供さ
れ、パケットデータネットワーク・ゲートウェイ１２５とＷｉＦｉ－ＡＡＡ１２６との間
にＳ６ｂインターフェースが提供され、パケットデータネットワーク・ゲートウェイ１２
５とＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）１５０との間にＳＧｉインターフェース
が提供される。更に、ＨＬＲ／ＨＳＳ１２９と３ＧＰＰ　２Ｇ／３Ｇネットワークエンテ
ィティ２１２との間にＭＡＰインターフェースが示されている。
【００５１】
　図２には、ＷｉＦｉコーリングプロトコルが概略的に示されており、ユーザ装置２０及
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びエンハンスド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）１２３が示されている。
ユーザ装置２０とエンハンスド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）１２３と
の間のＩＰｓｅｃトンネル２００が、ＩＰｓｅｃトンネル２００を介してユーザ装置２０
にモバイル通信ネットワーク１００のサービスを提供するために使用される。更に、イン
ターネット鍵交換（ＩＫＥ又はＩＫＥｖ２）プロトコルが参照番号２００’で示されてお
り、インターネット鍵交換プロトコルは、ＩＰｓｅｃトンネルに対するセキュリティ・ア
ソシエーション（ＳＡ）を確立するために使用される。
【００５２】
　ユーザ装置２０とエンハンスド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）１２３
との間のＩＰｓｅｃトンネル２００は、ボイス・オーバ・ロング・ターム・エボリューシ
ョン（ＬＴＥ）（ＶｏＬＴＥ）信号伝送２０１に使用され、例えば、セッション・イニシ
エーション・プロトコル（ＳＩＰ）及び／又はセッション記述プロトコル（Ｓｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ；ＳＤＰ）が使用される。ユーザ装置２
０とエンハンスド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）１２３との間のＩＰｓ
ｅｃトンネル２００は、追加的に及び／又は代替的にメディアサービス２０２のために使
用され、例えば、リアルタイム・トランスポート・プロトコル（ＲＴＰ）及び／又はリア
ルタイム・トランスポート・プロトコル・コントロール・プロトコル（ＲＴＰＣＰ）が使
用される。ユーザ装置２０とエンハンスド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ
）１２３との間のＩＰｓｅｃトンネル２００は、追加的に及び／又は代替的に、インター
ネットサービス２０３のために使用され、例えば、ハイパーテキスト・トランスファー・
プロトコル（ＨＴＴＰ）が使用される。
【００５３】
　ＷｉＦｉコーリングは、ネットワークノードエンハンスド・パケット・データ・ゲート
ウェイ（ｅＰＤＧ）１２３とのＩＰｓｅｃトンネル２００を生成するためにユーザ装置２
０が既存のＷｉＦｉ接続を使用することを含む。ＩＰｓｅｃトンネルは、モバイルパケッ
トコアネットワーク１２２（図１を参照）に接続するために使用される。その後で、ＩＰ
ｓｅｃトンネルは、電話サービスのためにインターネット・マルチメディア・サブシステ
ム（ＩＭＳ）に登録するために使用される。エンハンスド・パケット・データ・ゲートウ
ェイ（ｅＰＤＧ）ベースのＷｉＦｉコーリングは、ロング・ターム・エボリューション（
ＬＴＥ）とＷｉＦｉアクセスとの間のハンドオーバのサポートを含む。ハンドオーバプロ
シージャの間に、ユーザ装置２０は、アイドル状態において又はボイス・オーバＬＴＥ（
ＶｏＬＴＥ）／ＷｉＦｉコールの間にアクセスネットワーク１４０とＬＴＥアクセスネッ
トワーク１１０との間を途切れずに移動する。それによって、ユーザ装置２０のインター
ネットプロトコル（ＩＰ）アドレスは変わらず、メディア及び信号伝達のためのベアラは
新しいアクセスに持ち越される。ここで「新しいアクセス」とは、特に、第１の無線アク
セス技術からのハンドオーバの成功後の第２の無線アクセス技術の使用、又は第２の無線
アクセス技術からのハンドオーバの成功後の第１の無線アクセス技術の使用の何れかを意
味する。各ハンドオーバプロシージャは、ユーザ装置２０によって開始され、且つユーザ
装置及びネットワーク、特に、モバイル通信ネットワーク１００の両方からの特定のサポ
ートを要求する。ネットワークの内部構造に関連する異なる種類の課題のために、ネット
ワークがハンドオーバサポートを欠いているが、ユーザ装置２０がハンドオーバをサポー
トしている可能性が有る。
【００５４】
　本発明によれば、ユーザ装置２０によるネットワークハンドオーバ機能の動的発見によ
って、ハンドオーバプロシージャは、成功するか又はユーザ装置２０によって全く開始さ
れないかの何れかであり、典型的には失敗しない。本発明によれば、動的プロシージャは
、ネットワークがロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）とＷｉＦｉ無線アクセス
技術との間のハンドオーバをサポートするかどうかをユーザ装置２０が発見するように定
義される。これは、特に、ユーザ装置２０がモバイル通信ネットワーク１００からハンド
オーバ機能指示を受信し、モバイル通信ネットワーク１００がロング・ターム・エボリュ
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ーション（ＬＴＥ）とＷｉＦｉ無線アクセス技術との間のハンドオーバをサポートするこ
とをモバイル通信ネットワーク１００が示した場合にだけ、ユーザ装置２０がハンドオー
バを開始することを意味する。
【００５５】
　図３及び４には、モバイル通信ネットワーク１００へのユーザ装置２０のアタッチプロ
シージャが示されており、ユーザ装置２０は、無線アクセスポイント１３０（図３）を介
して又はモバイル通信ネットワーク１００（図４）を介してアタッチされる。本発明の好
ましい実施形態によれば、方法は動的発見を含んでおり、ユーザ装置２０は、動的発見プ
ロシージャの開始に応じてモバイル通信ネットワーク１００からハンドオーバ機能情報を
受信し、動的発見プロシージャは、特に、モバイル通信ネットワーク１００のアクセスネ
ットワーク１１０又は無線アクセスポイント１３０の何れかへのユーザ装置２０のアタッ
チ中に開始される。本発明によれば、ユーザ装置２０は、アタッチプロシージャの間にモ
バイル通信ネットワーク１００のハンドオーバ機能を発見することが好ましい。これは、
特に、標準的ハンドオーバプロシージャがハンドオーバ機能指示を伝達するように強化さ
れることを意味する。
【００５６】
　図３には、アタッチプロシージャが示されており、ユーザ装置２０は、信頼できないＷ
ｉＦｉ上でエンハンスド・パケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）１２３を介して
モバイルパケットコア１２２にアタッチされる。アタッチプロシージャにおいて、ユーザ
装置２０は、無線アクセスポイント１３０及びエボルブド・パケット・データ・ゲートウ
ェイ１２３を使用してモバイル通信ネットワーク１００に（特に、モバイル通信ネットワ
ーク１００のモバイルパケットコアネットワーク１２２に）アタッチされる。図３は、ユ
ーザ装置２０、エボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３、認証・許可・課金
ノード（ＡＡＡ）１２７、ポリシー及び課金規則機能（ＰＣＲＦ）１２８、パケットデー
タネットワーク・ゲートウェイ１２５、及びホーム・ロケーション・レジスタ／ホーム・
サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９の間の通信図に対応する。
【００５７】
　第１の処理ステップにおいて、ユーザ装置２０は、“ＡＰ　ａｔｔａｃｈ”によって図
３に示されている無線アクセスポイント１３０にアタッチされる。第２の処理ステップに
おいて、ユーザ装置２０は、ＩＫＥｖ２　ＳＡ＿ＩＮＩＴ＿ＲＱメッセージをエボルブド
・パケット・データ・ゲートウェイ１２３に送信して、ＩＰｓｅｃトンネルの開始を要求
する。第３の処理ステップにおいて、エボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２
３は、ＩＫＥｖ２　ＳＡ＿ＩＮＩＴ　ＲＳＰメッセージをユーザ装置２０に送信し、これ
によって２重矢印“ＩＫＥｖ２　ＳＡ”で示されたユーザ装置２０とエボルブド・パケッ
ト・データ・ゲートウェイ１２３との間のセキュリティ・アソシエーション（ＳＡ）が確
立される。第４の処理ステップにおいて、ユーザ装置２０は、ＩＫＥｖ２　Ａｕｔｈ＿Ｒ
Ｑ（認証要求）をエボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３に送信する。第５
の処理ステップにおいて、エボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３は、ＤＥ
Ｒ　（Ｄｉａｍｅｔｅｒ　ＥＡＰ　（拡張認証プロトコル；Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ａｕ
ｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）要求）を認証・許可・課金ノード（ＡＡ
Ａ）１２７に送信する。第６の処理ステップにおいて、認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ
）１２７は、ＭＡＲ（マルチメディア認証要求）をホーム・ロケーション・レジスタ／ホ
ーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９に送信する。第７の処理ステッ
プにおいて、ホーム・ロケーション・レジスタ／ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬ
Ｒ／ＨＳＳ）１２９は、ＭＡＡ（マルチメディア認証応答；Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ａｕ
ｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ａｎｓｗｅｒ）を認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ）１２７
に送信する。第８の処理ステップにおいて、認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ）１２７は
、ＤＥＡ（Ｄｉａｍｅｔｅｒ　ＥＡＰ　Ａｎｓｗｅｒ）をエボルブド・パケット・データ
・ゲートウェイ１２３に送る。第９の処理ステップにおいて、エボルブド・パケット・デ
ータ・ゲートウェイ１２３は、ＩＫＥｖ２　ＡＵＴＨ＿ＲＳＰ（認証応答）をユーザ装置
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２０に送信する。第１０の処理ステップにおいて、ユーザ装置２０は、認証と鍵合意プロ
トコル（Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｋｅｙ　Ａｇｒｅｅｍｅｎｔ　ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ；ＡＫＡ）を実行する。第１１の処理ステップにおいて、ユーザ装置２０は、
ＩＫＥｖ２　ＡＵＴＨ＿ＲＱ（認証要求）をエボルブド・パケット・データ・ゲートウェ
イ１２３に送信する。第１２の処理ステップにおいて、エボルブド・パケット・データ・
ゲートウェイ１２３は、ＤＥＲを認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ）１２７に送信する。
第１３の処理ステップにおいて、認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ）１２７は、図３にお
いて“ＲＥＳ＝ＸＲＥＳ？”で示されている検証ステップを実行する。第１４の処理ステ
ップにおいて、認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ）１２７は、ＳＡＲメッセージ（Ｓｅｒ
ｖｅｒ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をホーム・ロケーション・レジスタ／
ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９に送信する。第１５の処理ス
テップにおいて、ホーム・ロケーション・レジスタ／ホーム・サブスクライバ・サーバ（
ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９は、ＳＡＡメッセージ（Ｓｅｒｖｅｒ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　
Ａｎｓｗｅｒ）を認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ）１２７に送信する。第１６の処理ス
テップにおいて、認証・許可・課金ノード（ＡＡＡ）１２７は、ＤＥＡをエボルブド・パ
ケット・データ・ゲートウェイ１２３に送信する。第１７の処理ステップにおいて、エボ
ルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３は、ＩＫＥｖ２　ＡＵＴＨ＿ＲＳＰ（認
証応答）をユーザ装置２０に送信する。ユーザ装置２０からエボルブド・パケット・デー
タ・ゲートウェイ１２３への更なるＩＫＥｖ２　ＡＵＴＨ＿ＲＱ（認証要求）が、図３に
示されている更なる処理ステップを引き起こし、その結果、ユーザ装置２０とエボルブド
・パケット・データ・ゲートウェイ１２３との間のデータ伝送トンネル１３１（ＩＰｓｅ
ｃトンネル）、及びエボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３とパケットデー
タネットワーク・ゲートウェイ１２５との間のＩＰ伝送トンネル１２１の両方が確立され
るまで（図１を参照）、エボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３からユーザ
装置２０への更なるＩＫＥｖ２　ＡＵＴＨ＿ＲＳＰがもたらされる。
【００５８】
　本発明の一実施形態によれば、ユーザ装置２０は、エボルブド・パケット・データ・ゲ
ートウェイ１２３（即ち、モバイルオペレータドメインのネットワーク要素）へのＩＰｓ
ｅｃトンネルを生成するために（無線アクセスポイント１３０への）既存のＷｉＦｉ接続
を使用する。エボルブド・パケット・データ・ゲートウェイ１２３（又はｅＰＤＧ）を介
して、ユーザ装置２０は、モバイル・エンハンスド・パケット・コア（ＥＰＣ）１２２に
接続して、マルチメディア電話サービスのためにＩＭＳ１５０に登録する。信頼できない
ＷｉＦｉ上でパケット・データ・ゲートウェイ（ｅＰＤＧ）１２３を介してモバイルパケ
ットコア１２２へのアタッチ中に、ユーザ装置２０は、ＷｉＦｉ無線アクセス技術からロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）無線アクセス技術へのハンドオーバのための
ネットワーク機能を発見する。本発明によれば、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．４０２及びＴＳ２
４．３０２に定義されたアタッチプロシージャが、好ましくは、ユーザ装置２０にハンド
オーバ機能情報を伝達するように強化される。本発明の実施形態によれば、インターネッ
ト鍵交換（ＩＫＥ又はＩＫＥｖ２）プロトコルは、ハンドオーバ機能指示をユーザ装置２
０に送信するために使用される。エンハンスドパケットデータゲートウェイからユーザ装
置２０に送られたＩＫＥ　ＳＡ＿ＩＮＩＴ内のＮｏｔｉｆｙペイロードは、好ましくは、
Ｎｏｔｉｆｙペイロードにおけるハンドオーバ機能を示すために使用される。本発明の一
例によれば、ハンドオーバＮｏｔｉｆｙペイロードは、以下の情報を含む。
【００５９】
 “Type Payload: Notify (41)
     Next payload: Notify (41)
     0... ....= Critical Bit: Not Critical
     Payload length: 28
     Protocol ID: IKE (1)
     SPI Size: 0



(18) JP 6522799 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

     Notify Message Type: Handover_Indication (xxxxx)
     Notification DATA: True”
【００６０】
　本発明の一実施形態によれば、ハンドオーバ機能情報は、ＩＫＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩ
ＯＮＡＬメッセージの中で、モバイル通信ネットワーク１００からユーザ装置２０に送ら
れる。
【００６１】
　図４には、アタッチプロシージャが示されており、ユーザ装置２０は、ロング・ターム
・エボリューション（ＬＴＥ）アタッチプロシージャを介してモバイルパケットコア１２
２にアタッチされる。ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アタッチプロシージ
ャの間、ユーザ装置２０は、モバイル通信ネットワーク１００のアクセスネットワーク１
１０を使用してモバイル通信ネットワーク１００にアタッチされる。図４は、ユーザ装置
２０、無線アクセスネットワーク１１０のｅＮｏｄｅＢ１１１、（新しい）モバイル管理
エンティティ（ＭＭＥ）１２４、更なる（又は古い）モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ
）又はＳＧＳＮ１２４’、ＥＩＲ１２４’’’、サービングゲートウェイ（サービングＧ
Ｗ）１２４’’、ＰＤＮゲートウェイエンティティ１２５又はパケットデータネットワー
ク・ゲートウェイ１２５（ＰＧＷ－パケット・データ・ネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウ
ェイ）、ポリシー及び課金規則機能（ＰＣＲＦ）１２８、及びホーム・ロケーション・レ
ジスタ／ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９の間の通信に対応す
る。ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アタッチプロシージャは、以下の処理
ステップ３０１から３２６を含む。
【００６２】
　第１の処理ステップ３０１において、ユーザ装置２０は、無線アクセスネットワーク１
１０のｅＮｏｄｅＢ１１１にＡｔｔａｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送信する。第２
の処理ステップ３０２において、ｅＮｏｄｅＢ１１１は、Ａｔｔａｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
をモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４に送信する。第３の処理ステップ３０３に
おいて、モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４は、Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ
　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを更なるモバイル管理エンティティ又はＳＧＳＮ１２４’に
送信し、これはＩｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを更なる第
３の処理ステップ３０３’においてモバイル管理エンティティ１２４に送信することによ
って応答する。第４の処理ステップ３０４において、モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ
）１２４は、Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージをユーザ装置２０に送信し、
これはｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを更なる第４の処理ステップ３０
４’において送信することによって応答する。ロング・ターム・エボリューション（ＬＴ
Ｅ）アタッチプロシージャは、第５の処理ステップ３０５ａにおけるユーザ装置２０とモ
バイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４との間、及びモバイル管理エンティティ（ＭＭ
Ｅ）１２４とホーム・ロケーション・レジスタ／ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬ
Ｒ／ＨＳＳ）１２９との間の認証／セキュリティプロシージャ、並びに第５の処理ステッ
プ３０５ｂにおけるユーザ装置２０とモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４との間
の後続の識別要求／応答プロシージャを継続し、これは後に別の更なる第５の処理ステッ
プ３０５ｂ’におけるモバイル管理エンティティ１２４とＥＩＲ１２４’’’との間のＭ
Ｅ識別チェックプロシージャが続く。第６の処理ステップ３０６において、モバイル管理
エンティティ（ＭＭＥ）１２４は、Ｃｉｐｈｅｒｅｄ　Ｏｐｔｉｏｎｓ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
メッセージをユーザ装置２０に送信し、これは更なる第６の処理ステップ３０６’におい
てＣｉｐｈｅｒｅｄ　Ｏｐｔｉｏｎｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージよって応答する。ブ
ロックＥ内で、第７の処理ステップ３０７が示されており、モバイル管理エンティティ（
ＭＭＥ）１２４からサービングＧＷ１２４’’にＤｅｌｅｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔメッセージが送信される。ブロックＥ内で、更にブロックＡが示されており、こ
れは、サービングＧＷ１２４’’からパケットデータネットワーク・ゲートウェイ１２５
に送信されたメッセージ、更に第７の処理ステップ３０７’において、ＰＤＮ　ＧＷ１２
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５及びＰＣＲＦ１２８の間でＰＣＥＦによって開始されたＩＰ－ＣＡＮ　Ｓｅｓｓｉｏｎ
　Ｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ、及びＰＤＮ　ＧＷ１２５からサービングＧＷ１２４’’に送
信された後続のメッセージを含む。別の第７の処理ステップ３０７’’において、サービ
ングＧＷ１２４’’からモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４にＤｅｌｅｔｅ　Ｓ
ｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅが送信される。第８の処理ステップ３０８において、モ
バイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４からホーム・ロケーション・レジスタ／ホーム
・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９にＵｐｄａｔｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ
　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージが送信される。第９の処理ステップ３０９において、ホーム
・ロケーション・レジスタ／ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９
は、Ｃａｎｃｅｌ　Ｌｏｃａｔｉｏｎメッセージを更なるモバイル管理エンティティ又は
ＳＧＳＮ１２４’に送信し、これは第９の処理ステップ３０９’においてＣａｎｃｅｌ　
Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅメッセージで応答する。ブロックＦ内で、第
１０の処理ステップ３１０が示されており、モバイル管理エンティティ又はＳＧＳＮ１２
４’からサービングＧＷ１２４’’にＤｅｌｅｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔが
送信される。ブロックＦはブロックＢを更に含み、サービングＧＷ１２４’’からＰＤＮ
　ＧＷ１２５にメッセージが送信され、ブロックＢは、更なる第１０の処理ステップ３１
０’において、ＰＤＮ　ＧＷ１２５とＰＣＲＦ１２８との間でＰＣＥＦによって開始され
たＩＰ　ＣＡＮ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎを更に含む。その後、ＰＤＮ
　ＧＷ１２５からサービングＧＷ１２４’’にメッセージが送信される。別の第１０の処
理ステップ３１０’’において、サービングＧＷ１２４’’からモバイル管理エンティテ
ィ又はＳＧＳＮ１２４’にＤｅｌｅｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージ
が送信される。第１１の処理ステップ３１１において、ホーム・ロケーション・レジスタ
／ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９からモバイル管理エンティ
ティ（ＭＭＥ）１２４にＵｐｄａｔｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅメッ
セージが送信される。第１２の処理ステップ３１２において、モバイル管理エンティティ
（ＭＭＥ）１２４からサービングＧＷ１２４’’にＣｒｅａｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅ
ｑｕｅｓｔが送信され、それによって第１３の処理ステップ３１３を含むブロックＣが開
始され、サービングＧＷ１２４’’からＰＤＮ　ＧＷ１２５にＣｒｅａｔｅ　Ｓｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージが送信され、その後にＰＤＮ　ＧＷ１２５とＰＣＲＦ１
２８との間でＰＣＥＦによって開始されたＩＰ－ＣＡＮ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｅｓｔａｂｌ
ｉｓｈｍｅｎｔ／Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎが続いて、第１４の処理ステップ３１５にお
いて、ＰＤＮ　ＧＷ１２５からサービングＧＷ１２４’’にＣｒｅａｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージが送信される。更なる第１５の処理ステップ３１５’に
おいて、ＰＤＮ　ＧＷ１２５からサービングＧＷ１２４’’に（ハンドオーバが無い場合
）Ｆｉｒｓｔ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｄａｔａメッセージが送信される。第１６の処理ステ
ップ３１６において、サービングＧＷ１２４’’からモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ
）１２４にＣｒｅａｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージが送信され、第
１７の処理ステップ３１７において、モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４からｅ
ＮｏｄｅＢ１１１にＡｔｔａｃｈ　Ａｃｃｅｐｔを含むＩｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ
　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージが送信される。第１８の処理ステップ３１８に
おいて、ｅＮｏｄｅＢ１１１は、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎメッセージをｅＮｏｄｅＢ１１１からユーザ装置２０に送信し、これは第１９
の処理ステップ３１９において、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージで応答する。別の第２０の処理ステップ３２０
において、ｅＮｏｄｅＢ１１１からモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４にＩｎｉ
ｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージが送信される。第
２１の処理ステップ３２１において、ユーザ装置２０は、ｅＮｏｄｅＢ１１１にＤｉｒｅ
ｃｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒメッセージを送信する。その後、ｅＮｏｄｅＢ１１１は、第２２
の処理ステップ３２２において、モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４にＡｔｔａ
ｃｈ　ｃｏｍｐｌｅｔｅを送信する。更なる第２２の処理ステップ３２２’において、ユ
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ｔ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｄａｔａメッセージが送信される。第２３の処理ステップ３２３にお
いて、モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４からサービングＧＷ１２４’’にＭｏ
ｄｉｆｙ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージが送信され、その後に、サービング
ＧＷ１２４’’からＰＤＮ　ＧＷ１２５にＭｏｄｉｆｙ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
メッセージが送信される更なる第２３の処理ステップ３２３ａと、ＰＤＮ　ＧＷ１２５か
らサービングＧＷ１２４’’にＭｏｄｉｆｙ　ｂｅａｒｅｒ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセー
ジが送信される別の第２３の処理ステップ３２３ｂとを含むブロックＤが続く。その後、
第２４の処理ステップ３２４において、サービングＧＷ１２４’’からモバイル管理エン
ティティ（ＭＭＥ）１２４にＭｏｄｉｆｙ　ｂｅａｒｅｒ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージ
が送信される。更なる第２４の処理ステップ３２４’において、サービングＧＷ１２４’
’を介してＰＤＮ　ＧＷ１２５からユーザ装置１２５にＦｉｒｓｔ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　
Ｄａｔａメッセージが送信される。第２５の処理ステップ３２５において、Ｎｏｔｉｆｙ
　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージがモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１２４からホーム・
ロケーション・レジスタ／ホーム・サブスクライバ・サーバ（ＨＬＲ／ＨＳＳ）１２９に
送信され、これは第２６の処理ステップ３２６においてＮｏｔｉｆｙ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ
メッセージで応答する。
【００６３】
　本発明の一実施形態によれば、モバイル通信ネットワーク１００のロング・ターム・エ
ボリューション（ＬＴＥ）アクセスネットワーク１１０へのアタッチ中に、ユーザ装置２
０は、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）無線アクセス技術からＷｉＦｉ無線
アクセス技術へのハンドオーバのためのモバイル通信ネットワーク１００の機能を発見す
る。本発明によれば、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．４０１及びＴＳ２４．３０１に定義されたロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）アタッチプロシージャが、ユーザ装置２０に
ハンドオーバ機能を送信するように強化される。本発明の一実施形態によれば、ユーザ装
置２０にハンドオーバ機能情報を送信するためにＡＴＴＡＣＨ　ＡＣＣＥＰＴメッセージ
が使用される。
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